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来
る
3
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
よ
り
、
春
季
霊
祭
を
執

行
致
し
ま
す
の
で
、
信
者
各
位
に
ご
案
内
の
程
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

尚
、
昨
年
9
月
16
日
よ
り
3
月
15
日
ま
で
に
合
祀
納
骨
さ

れ
ま
し
た
ご
遺
族
に
は
、
既
に
別
便
に
て
ご
案
内
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
お
世
話
取
り
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

午
前
10
時　

神
殿
に
て
祭
主
祭
文
奏
上

　
　
　
　
　
　

陽
気
て
を
ど
り

　

十
二
下
り
終
了
後
引
き
続
き
祖
霊
殿
に
て
春
季
霊
祭
執
行

当
日
の
役
割
は
下
記
の
通
り
で
す
。

▼
チ
ー
ム
130
結
団
式
に
つ
い
て

　

去
る
1
月
24
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
役
員
教
会
長
夫
妻
研

修
会
に
て
発
表
致
し
ま
し
た
「
創
立

130
周
年
記
念
祭
チ
ー
ム

130
」
の
結
団
式
を
、
左
記
の
通
り
行
い
ま
す
の
で
お
声
が
け

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
々
に
は
、
大
教
会
よ
り
案
内
を
行
い
ま
す
。
ま
だ
登
録

さ
れ
て
い
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
庄
司
道
治
ま
で
連
絡

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時　

3
月
29
日
（
土
）
午
後
3
時

　

場　

所　

大
教
会
神
殿

　

尚
、
結
団
式
後
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

－ 1－

立
教
一
八
八
年
春
季
霊
祭
役
割

日
午
前

時
執
行

15

10

祭

主

大

教

会

長

扈

者

木

村

宇

平

𠮷𠮷

田

雅

彦

賛

者

木

下

裕

司

松

浦

道

隆

指

図

方

岩

﨑

芳

和

南

本

晃

成

木

村

直

明

楽

人

藤

井

義

雄

庄

司

雅

則

松

田

祐

輝

松

田

和

夫

前

半

後

半

辻

茂

南

本

晃

成

(指)

地

方

庄

司

雅

一

松

田

勝

山

﨑

信

宜

※
村

井

和

正

(扈)

(賛)

大

教

会

長

奥

村

孝

文

庄

司

道

治

※
関

真

次

て
を
ど
り

森

下

豊

岩

﨑

真

一

(扈)

(賛)

会

長

夫

人

山

﨑

さ
と
え

松

田

和

代

関

薫

庄

司

典

子

奥

村

は
る
恵

笛

※
藤

井

義

雄

松

田

和

夫

チ
ャ
ン
ポ
ン

松

田

清

重

枡

田

久

男

拍

子

木

※
藤

井

義

一

※
岡

本

孝

雄

太

鼓

松

田

祐

輝

太

宅

徳

蔵

す

り

鉦

木

村

直

明

日

野

義

則

小

鼓

※
庄

司

雅

則

太

宅

貞

夫

琴

森

下

由
紀
子

枡

田

道

代

三

味

線

村

井

み
ち
よ

前

田

理

恵

胡

弓

𠮷𠮷

田

せ

つ

岡

本

愛

※
の
方
は
八
足
係
も
お
つ
と
め
く
だ
さ
い
。

氏
名
の
下
の
（
）
は
神
殿
内
祭
儀
役
割
で
す
。
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▼
教
養
掛

　

2
月
15
日
よ
り　
　
　
　
　

2
月
27
日
よ
り

　
　

岩　

﨑　

真　

一
先
生　
　
　

松　

田　
　

実　

先
生

　
　

お
つ
と
め
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す

　

3
月
15
日
よ
り　
　
　
　
　

3
月
27
日
よ
り

　
　

村　

井　

和　

正
先
生　
　
　

松　

浦　

道　

隆
先
生

　
　

お
つ
と
め
く
だ
さ
い
ま
す

▼
修
養
科
一
〇
〇
五
期
志
願
者

　
〔
旭
松
山
〕
松
田　

十
和

▼
教
人
資
格
講
習
受
講
者

　
〔
十
津
川
〕
坂
井　

賢
二
（
全
期
間
）　

　
〔
神　

菅
〕
松
田　

祐
輝
（
全
期
間
）

▼
教
会
事
情

　

立
教
百
八
十
八
年
二
月
二
十
六
日
お
許
し

　

臨
時
祭
典
願

　
　

旭
日
大
教
会

　
　
　

創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭　

令
和
七
年
六
月
一
日

▼
訃
報

　

増
田
部
属
羽
後
増
戸
布
教
所
長　

川
崎
ハ
ナ
先
生
に
お
か

れ
ま
し
て
は
2
月
23
日
お
出
直
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
96
歳

　

告
別
式
は
2
月
27
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
▼
第
52
回
旭
日
支
部
委
員
部
長
講
習
会
開
催
報
告

　

去
る
2
月
24
日 

（
月
・
祝
）
旭
日
大
教
会
に
て
委
員
部
長

講
習
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

先
生
方
に
は
お
声
掛
け
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
受
講
者
は
48
名
で
し
た
。

▼
天
理
教
婦
人
会
第
107
回
総
会

　

来
る
4
月
19
日
（
土
）
本
部
中
庭
に
て
天
理
教
婦
人
会
第

107
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
教
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
お

声
掛
け
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

日　

時　

立
教

188
年
4
月
19
日
（
土
）
午
前
9
時
30
分

場　

所　

本
部
中
庭
、
南
、
東
礼
拝
場
前 

西
境
内
地

－ 2－
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三  

月  

月  

次  

祭  

役  

割  

表

－ 3－

祭

主

大

教

会

長

扈

者

木

村

宇

平

吉

田

雅

彦

賛

者

藤

井

義

一

松

浦

道

隆

指

図

方

池

田

満

献

饌

長

池

田

満

岩

﨑

芳

和

松

田

清

重

木

村

宇

平

山

﨑

信

宜

森

下

豊

吉

田

雅

彦

藤

井

義

一

奥

村

孝

文

岡

本

孝

雄

辻

真

山

本

弘

幸

松

浦

道

隆

伝

供

山

本

信

一

庄

司

博

藤

井

孝

夫

山

本

幹

夫

柳

瀬

堅
一
朗

松

田

悟

大

野

光

芳

八

足

藤

井

義

一

山

本

弘

幸

松

浦

道

隆

藤

井

義

雄

庄

司

雅

則

村

井

和

正

庄

司

雅

一

田

中

正

良

庄

司

道

治

◎
美

田

朋

英

(琵)

(箏)

◎
関

真

次

岩

﨑

真

一

南

本

晃

成

木

村

直

明

(太)

楽

人

藤

井

義

雄

庄

司

雅

則

村

井

道

弘

西

岡

道

治

(鞨)

松

田

信

次

松

田

拓

道

田

中

正

寿

◎
俣

野

明

治

（
雙

調
）

松

田

実

山

村

法

生

庄

司

雅

則

小

奥

慶

治

西

岡

優

岩

﨑

貴

史

岩

﨑

満

庄

司

裕
美
子

松

田

道

和

村

井

諭

村

井

和

正

松

田

祐

輝

(鉦)
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座

勤

前

半

後

半

松

田

清

重

池

田

満

岩

﨑

真

一

地

方

村

井

良

昭

庄

司

道

治

山

本

弘

幸

木

村

宇

平

𠮷𠮷

田

雅

彦

庄

司

雅

則

大

教

会

長

田

中

正

良

関

真

次

岩

﨑

芳

和

森

下

豊

松

浦

道

隆

て
を
ど
り

庄

司

雅

一

奥

村

孝

文

村

井

和

正

会

長

夫

人

南

本

サ
ツ
ヱ

庄

司

英

美

松

田

鈴

子

山

村

美

恵

森

下

由
紀
子

𠮷𠮷

田

恵

子

村

井

明

子

吉

田

せ

つ

笛

美

田

朋

英

南

本

晃

成

藤

井

義

雄

チ
ャ
ン
ポ
ン

松

田

勝

俣

野

明

治

庄

司

博

拍

子

木

久

保

善

宣

村

井

道

弘

小

奥

慶

治

太

鼓

岡

本

孝

雄

辻

真

岩

﨑

貴

史

す

り

鉦

藤

井

義

一

松

田

信

次

大

野

光

芳

小

鼓

山

﨑

信

宜

木

村

直

明

松

田

実

琴

庄

司

典

子

木

村

昌

子

岩

﨑

千

鶴

三

味

線

辻

左
知
子

山

﨑

さ
と
え

坂

本

み
さ
子

胡

弓

松

田

和

代

関

薫

奥

村

は
る
恵

神

殿

講

話

田

中

正

良

御

供

受

付

辻

茂

木

下

裕

司

三
曲
片
付
け

南

本

サ
ツ
ヱ

関

薫

松

田

よ
し
子

岩

﨑

千

鶴

山

本

ひ
と
み



旭日大教会 3月連絡報

▼
少
年
会
総
会
に
つ
い
て

　

3
月
29
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
、
第
54
回
少
年
会
旭
日
団

お
つ
と
め
ま
な
び
総
会
の
昼
食
の
お
弁
当
の
締
め
切
り
が
、

3
月
15
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
各
教
会
、旭
日
団
委
員
・

少
年
会
員
・
引
率
・
育
成
会
員
・
ひ
の
き
し
ん
者
を
含
め
た

必
要
数
を
記
入
の
上
、
大
教
会
事
務
所
に
ご
提
出
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

日
時
は
先
月
連
絡
報
で
お
伝
え
し
た
通
り
、
午
前
9
時
受

付
、
10
時
開
会
、
午
後
1
時
半
頃
解
散
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
お
つ
と
め
ま
な
び
で
は
、
役
割
を
つ
と
め
る
方

は
中
段
で
、
そ
の
他
の
参
加
者
は
全
員
で
、
参
拝
場
に
て
総

立
ち
で
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
大
教
会
神
殿
に
あ
る
扇

に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
各
隊
扇
を
ご
持
参
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
服　

装　

ハ
ッ
ピ
、
白
靴
下
を
着
用
の
上
、
清
楚
な
服
装

　
　
　
　
　

で
お
願
い
致
し
ま
す

○
持
ち
物　

扇

○
内　

容

　
　
　

式
典

　
　
　

お
つ
と
め
ま
な
び

　
　
　

す
わ
り
づ
と
め　

　
　
　
（
直
轄
・
櫟
本
・
神
菅
・
旭
陽
都
・
高
天
・
旭
波
）

　
　
　

よ
ろ
づ
よ
八
首
、
一
・
二
下
り
目

　
　
　
（
西
紀
・
家
城
・
戒
場
・
増
田
・
斑
鳩
・
鷲
尾
）

　
　
　

三
・
四
下
り
目

　
　
　
（
天
満
・
朝
和
・
城
久
・
竹
ノ
宮
・
旭
道
・
天
與
）

　
　
　

五
・
六
下
り
目

　
　
　
（
織
田
・
十
津
川
・
磯
城
・
大
倭
・
大
野
美
・
旭
乃
井
・

　
　
　

吉
日
）

　
　
　

昼
食
・
お
楽
し
み
抽
選
会

　
　
　

130
周
年
祭
に
向
け
た
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り

　

プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
は
、
あ
ら
か
じ
め
土
を
入
れ
た
プ
ラ
ン

タ
ー
に
、
少
年
会
員
が
花
の
ポ
ッ
ト
を
植
え
て
土
を
か
ぶ
せ

て
頂
き
ま
す
。
軽
作
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
年
齢
層
に
よ
っ

て
は
、
帰
る
と
き
の
た
め
に
お
着
替
え
を
お
持
ち
頂
く
か
各

自
ご
検
討
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
会
員
の
ご
家

庭
へ
の
周
知
、
確
認
も
重
ね
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
中
学
生
練
成
会
に
つ
い
て
の
訂
正

先
月
に
同
封
致
し
ま
し
た
中
学
生
練
成
会
の
チ
ラ
シ
の
日
付

に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
正
し
く
は
連
絡
報
2

月
号
の
少
年
会
よ
り
の
記
事
の
通
り
で
す
。

（
誤
）
期
間　

3
月
28
日
（
月
）

（
正
）
期
間
　
3
月
28
日
（
金
）
～
3
月
29
日
（
土
）

※
本
年
の
中
学
生
練
成
会
は
、
3
月
28
日
（
金
）
午
前
9
時

－ 5－
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よ
り
3
月
29
日
（
土
）
午
後
2
時
頃
ま
で
の
一
泊
二
日
と
な

り
ま
す
。
お
声
が
け
の
際
、
ま
た
参
加
さ
れ
る
方
が
所
属
教

会
長
の
印
鑑
を
願
い
出
ら
れ
た
際
、
改
め
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
「
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」
に
つ
い
て

　

3
月
28
日
に
本
部
中
庭
に
お
い
て
、「
立
教

188
年 

春
の
学
生

お
ぢ
ば
が
え
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

左
記
の
通
り
、
旭
日
学
生
会
か
ら
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
、
教
会
に
つ
な
が
る
学
生
（
新
高
校
一
年
生
を
含
む
）

の
方
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

日　

時
：
3
月
27
日
午
後
10
時　

大
教
会
に
集
合

          　

    

28
日
午
後
4
時
30
分　

大
教
会
で
解
散

　

内　

容
：
前
夜
祭
、
式
典
、
直
属
ア
ワ
ー

　
　
　
　
　

親
睦
行
事
な
ど

　

対　

象
：
高
校
生
（
新
１
年
生
を
含
む
）、
大
学
生

　
　
　
　
　

専
門
学
校
生

　

持
ち
物
：
ハ
ッ
ピ
、
宿
泊
の
用
意

　

参
加
費
：
千
円

▼
「
学
生
生
徒
修
養
会
」
に
つ
い
て
　

　

今
回
の
学
生
生
徒
修
養
会
に
は
、
左
記
の
学
生
が
受
講
予

定
で
す
。

　
【
大
学
の
部
】

　
　

吉
田
頼
親
（
神
菅
）、
坂
本
和
浩
（
戒
場
）

　
　

宮
田
颯
太
（
大
倭
宮
）

　
【
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
】

　
　

植
田
美
空
（
久
原
）、
廣
瀬
渉
夢
（
大
倭
宮
）

　
　

宮
田
心
晴
（
大
倭
宮
）

▼
「
進
学
の
集
い
」
の
ご
案
内

 　

左
記
の
通
り
「
進
学
の
集
い
」
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

既
に
該
当
者
に
は
、
大
教
会
よ
り
お
知
ら
せ
を
発
送
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
世
話
取
り
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

日 　

時
：
3
月
30
日
（
日
）
12
時
30
分
受
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

13
時
開
始
、
15
時
解
散

　

持
ち
物
：
誓
約
書
、
幣
帛
料

　

注
意
点
：
必
ず
保
護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

一
れ
つ
会
扶
育
生
は
、
一
れ
つ
会
の
誓
約
書
も

　
　
　
　
　

併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い

　

※
併
願
受
験
願
書
は
、
直
属
教
会
長
の
捺
印
が
廃
止
さ
れ

て
い
る
為
、
入
試
を
受
け
て
い
る
学
生
の
把
握
が
出
来
て
お

り
ま
せ
ん
。
公
立
高
校
と
の
併
願
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
天

理
高
校
に
進
学
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
必
ず
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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岡
本
　
弘
道
・
麻
友
　
　
三
万
円
（
旭
日
―
結
婚
）

　
右
記
の
方
よ
り
の
真
実
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
誌
面
を
も
っ
て
、
ご
厚
志
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

5
日

9
日

15
日

24
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

教
祖
祭

女
鳴
物
講
師
研
修
会

春
季
霊
祭

部
長
会

直
轄
会

130
周
年
責
任
者
会
議

月
次
祭

役
員
会

法
律
相
談

春
の
学
生

　

お
ぢ
ば
が
え
り

　
　
　
　
　

～
28
日

中
学
生
練
成
会

　
　
　
　
　

～
29
日

少
年
会
総
会

チ
ー
ム

130
結
団
式

進
学
の
集
い

大
教
会
2
月
の
動
き

大
教
会
3
月
の
予
定

教
祖
祭

女
鳴
物
講
師
研
修
会

霊
祭

部
長
会

直
轄
会

130
周
年
責
任
者
会
議

直
轄
婦
人

　
　
　

ひ
の
き
し
ん

直
属
婦
人

　
　
　
ひ
の
き
し
ん

月
次
祭

委
員
部
長
講
習
会

役
員
会

法
律
相
談

婦
人
会
ひ
の
き
し
ん

6
日
、
11
日
、
20
日

28
日

5
日

9
日

15
日

21
日

23
日

24
日

26
日

 　

法
律
相
談

　
　

日　

時　

毎
月
26
日

　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

午
後
4
時
ま
で
（
1
件
30
分
）

　
　

場　

所　

旭
日
大
教
会
に
て

　
　

相
談
料　

初
回
相
談
料
無
料

　
　

弁
護
士　

藤
井
茂
久
（
吉
日
分
教
会
よ
ふ
ぼ
く
）

　

※
大
教
会
事
務
所
（
庄
司
道
治
）
ま
で
ご
予
約
を

　
　

お
願
い
し
ま
す
。


